
部会2:
BIMライブラリ技術研究組合[BLCJ]の活動
1.部会2の概要

①当初の活動概要及び工程表(BIMライブラリコンソーシアム段階)

②BIMライブラリ技術研究組合の設立、活動目標、実用化の方向性、組織

③BIMライブラリ技術研究組合を構成する各部会の活動目標

④BIMライブラリ技術研究組合の試験研究の具体的内容

⑤建築BIM推進会議の議論､組織変更､2019年度までの研究を踏まえた工程表の見直し

⑥2019年度「官民研究開発投資拡大プログラム(PRISM)」の実施体制

2.今年度までの活動概要、活動成果、次年度以降の活動計画

①オブジェクトの標準化(属性情報の標準化も含む)

BLCJ BIMオブジェクト標準、標準化の役割・効果・課題、ワークフローを踏まえた実用的な形状・属性情報の見直し等

②オブジェクトの作成

BLCJ BIMオブジェクト標準に基づくジェネリックオブジェクト

③ライブラリ

設備を主とした試験ライブラリ、ライブラリで要求する機能要件

④ライブラリと標準仕様書、建築確認の性能評価等との連携

標準仕様書との連携の研究目標、建築確認の性能評価等との連携の研究目標

⑤その他
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1.部会2の概要
①当初の活動概要及び工程表(BIMライブラリコンソーシアム段階)
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1.部会2の概要
②BIMライブラリ技術研究組合の設立、活動目標、実用化の方向性、組織

□BIMライブラリ技術研究組合の設立

BIMオブジェクトの標準化、BIMライブラリの実用化、BIM連携技術及び周辺領域との連携の研究開発を目的として、技術研究組合法に基
づいて、79の企業・団体(現在は84+申請中3)、4名の学識者で、令和元年8月23日に国土交通大臣に認可され、同日設立した。前身
はBIMライブラリコンソーシアムで、知的財産等を承継し、組合設立同時にコンソーシアムは解散した。以下の活動内容にはBIMライブラリコン
ソーシアムのものを含む。

□BIMライブラリ技術研究組合の活動目標

BIMによる円滑な情報連携の実現のため、繰返し利用される建築物の部材・部品の形状や性能等のデータ(BIMオブジェクト)を標準化し、
その提供や蓄積を行うBIMライブラリを構築・運用するとともに、現在BIM導入を検討・開発中でその効果が大きい分野との連携を図ることに
より、効率的な建築物のプロジェクト管理等を実用化することを試験研究の目的とする。またBIMオブジェクトの標準化と広く利用される情報プ
ラットフォーム(BIMライブラリ)構築が主な成果であることから、社会利益を主眼とした試験研究であることが特色である。

□実用化の方向性

BIMオブジェクトの標準化と標準オブジェクトによるBIMライブラ

リの構築・運用により、

・オブジェクト作成の繰り返し作業減による効率化

・設計・施工等における利用者、利用例の拡大

・設計から施工等、組織を超えた円滑な情報連携による生産性向上

・共通情報プラットフォームによる環境・省エネ・避難等のシミュ

レーション、法令適合性確認、建築のIoT化、AI化等を推進しやすい

環境の構築を図る。
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在り方部会長 安田幸一 東京工業大学教授
建築部会長 志手一哉 芝浦工業大学教授
設備部会長 一ノ瀬雅之 首都大学東京准教授
運用部会長・連携部会長 山本康友 首都大学東京客員教授

1.部会2の概要
②BIMライブラリ技術研究組合の設立、活動目標、実用化の方向性、組織

□組織
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1.部会2の概要
③BIMライブラリ技術研究組合を構成する各部会の活動目標

□技術運営委員会

BIMライブラリのビジネスモデル、ライブラリの構築、オブジェクトの在り方、モニタリングに関する検討及びBIMに関
する最新の情報交流を行う。

□建築部会

BIMライブラリ標準(BLCJ標準)のうち建築領域の(ELV、ユニット製品を含む)の作成、改訂及び同標準に基づ
く建築領域のオブジェクトの作成

□設備部会

BIMライブラリ標準(BLCJ標準)のうち機械設備領域、電気設備領域の作成、改訂、同標準に基づく機械設
備領域、電気設備領域のオブジェクトの作成及びBE-Bridge仕様の改訂、活用

□在り方部会

BIMライブラリのビジネスモデル、ライブラリの構築、オブジェクトの在り方、モニタリングに関する検討及びBIMに関
する最新の情報交流を行う。

□運用部会

BIMライブラリの運用に関する各種基準の作成及びBIMオブジェクトの知的財産権等に関する検討

□連携部会

建築確認申請プロセスにおけるBIMオブジェクト連携に関する検討・整理、BIMライブラリ標準(BLCJ標準)に
基づくBIMオブジェクトと仕様情報との連携に関する検討・整理及びBIMライブラリ標準に基づくオブジェクトの実
プロジェクトでの試行検討
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1.部会2の概要
④BIMライブラリ技術研究組合の試験研究の具体的内容
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1.部会2の概要
⑤建築BIM推進会議の議論、組織変更、2019年度までの研究を踏まえた
工程表の見直し

~2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

①オブジェクトの標準
化(属性情報も含む)

②BLCJ標準に基づくオ
ブジェクト作成
・ジェネリック
・メーカー

③BLCJ標準によるオブ
ジェクトを掲載した
ライブラリ構築

④標準仕様書、建築
確認の性能評価と
の連携

ライブラリ構築着手 ライブラリ試行・運用 標準仕様書との連携等
ライブラリの高度化

標準化/オブジェクト作成/企業にメーカーオ
ブジェクト作成の働きかけ・連携

ワークフローに整合した実用的
な形状・属性標準の見直し

修正された標準に基づくオブ
ジェクトの作成・検証

ライブラリ構築着手 ライブラリの試行と運用・公開

ワークフローに整合したオブジェ
クト標準[ver2.0]の公表

ライブラリの要件整理
設備を主とした試験ライブラリの必
要範囲での公開

BLC標準[ver1.0]発注、技術計算に必要なオブジェク
トレベルの情報を網羅
事務所建築設計で必要な70%程度の種類

BLC標準[ver1.0]に基づくオブジェクト作成
ジェネリックは事務所建築設計で必要な70%程度の
種類

標準仕様書、建築確認の性能評価と連携するプロパティを整理
仕様書のデジタル化と連携の課題整理 標準仕様書等との連携

⑤その他(ライブラリ
に関する規約の作
成等)

規約案作成 ライブラリ運用に規約類の適用
モニタリングの実施

規約案見直し・確定
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運用
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1)

実用化段階の整備に必要な仕様案の確定

[データサイズ、情報項目構成、属性情報、外部参照データ等]

1)-2に基づいた次のジェネリックオブジェクトの作成

建築意匠設計で使用する部位・部材・機器類　50個(2018年度40個 オブジェクト 〇 〇 〇 〇 〇 ● ■

建築設備設計で使用する部位・部材・機器類　100個(2018年度48個) オブジェクト 〇 〇 〇 ● ● 〇 ■

-4
試作対象となる部位・部品の個別具体の
ライブラリデータ作成環境の調査

1)-3に対応する製造者各1者程度以上のオブジェクトの状況調査 調査結果 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 ●

2)

-1
データ配信環境に必要となる情報システ
ムの要件、技術的仕様案の確定

過年度業務を踏まえ、実用化段階の整備に必要な技術的仕様案を確定
運用システムの
機能要件書 〇 ● 有

-2
効率的なBIMオブジェクトライブラリデー
タ配信環境の検討

個別具体のBIMオブジェクトライブラリデータの、データの配信、情報の維持管理
を効率的に行う配信環境の検討・整理

運技術的な要件

項目の整理
〇 ●

-3
BIMオブジェクトライブラリデータの配信
環境の改良

過年度試作したBIMオブジェクトライブラリデータの配信環境の改良
改良システム

仕様要件書 ● ■ 有

3)

-1
建築に係る法適合に係る情報との連携手
法の検討

建築の部品などに係る性能評価、告示仕様の情報、建築確認図面の表示凡例・図
記号の情報の調査し、BIMオブジェクトライブラリデータと連携可能か検討する。
必要に応じてヒアリングを行う。

検討結果 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

-2
積算及び工事仕様に係る情報との連携手
法の検討

積算コード類、工事仕様書の記載事項とBIMオブジェクトライブラリデータの属性
情報が連携可能か検討する。

検討結果 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

〇 ● 〇 - ● ● ● - ● ● ● ● - - ● ● ●

連携

BIMオブジェクトライブラリデータの拡充

〇

在り方部会 建築部会 設備部会

〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 ●

-2
BIMオブジェクトライブラリデータ形状・
属性情報に係る仕様案の確定

要件定義書
として整理

〇 〇

-1
既存のBIMオブジェクトライブラリデータ
に係る調査

設計事務所、ゼネコン、ソフトベンダーの保有するBIMオブジェクトの調査 調査結果 〇

有

-3
部位・部品を代表するライブラリデータ
の作成

有

〇 〇 〇 ●〇 ● ● ●

BIMオブジェクトライブラリデータの配信環境の開発

法適合判定等に必要な情報連携手法の検討

注：●はPRISM業務の主担当で報告書を含む成果物作成を行う、　〇は当該PRISM業務の検討に参加し調査票作成・ヒアリング・発信等を支援　　　　　　　　

　　「-」はWGでの情報共有は市内が、部会では情報共有を図る

1.部会2の概要
2019年度官民研究開発投資拡大プログラムPRISM
「BIMオブジェクトライブラリの拡充と法適合判定等に必要な情報連携手法の開発」
の実施体制
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2.今年度までの活動概要、活動成果、次年度以降の活動計画
①オブジェクトの標準化(属性情報も含む)

活動概要：
①オブジェクト標準化(属性情報の標準化を含む)：

BIMオブジェクト(特に属性情報)の標準化、基本的な作成方法、表示方法を提示

2019年度までの活動成果：
①に関して、2018年10月に、建築と設備を統一的な標準とすること、属性情報は「必須項目(発注時点で定めなければならな
い情報)」「推奨項目(技術計算等に必要な情報)」「その他項目」に類別し表示すること、オブジェクトは原則1MBとすること等とし、
「建具、床・壁・天井」「ボイラー、冷凍機、空調機、衛生器具、盤類、照明器具等」の属性標準について、BLC BIMオブジェクト
標準として合意した。

活動項目 ~2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

①オブジェクトの標準化
(属性情報も含む)

・NBSオブジェクト
標準に準拠した
BLC標準の合意
[標準ver1.0]
・表示原点の設定
・オブジェクトサイズ
を基本的に1MB以
下に設定
・2018年10月に
は「建具、床・壁・
天井」「ボイラー、冷
凍機、空調機、衛
生器具、盤類、照
明器具等」の属性
標準まで

・「ユニットバス、ELV、エス
カレータ、システムキッチン」
の属性標準の整理
・設備は属性項目の追加

・S0~S6のワークフローと
整合した実用的な形状・
属性情報の見直し・検証・
整理(基本設計、実施設
計、施工、維持管理と連
携した形状・属性の表示
方法、テンプレート等も含
む)
・同上の報告・公表

・ジェネリックオブジェクトの
充足度、属性情報項目の
過不足、円滑な連携に必
要なソフトウェア調査

・推進会議の動
向と連携してオブ
ジェクト標準
[ver2.0]の公表
・仕様書との連携
を標準に反映
・建築確認との連
携は部会3の検
討状況による
・コードとの連携
は部会4の検討
状況による
・他の領域との連
携は検討状況に
よる

・標準の継続的な見
直し
・社会実装の検証
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□BLCJ BIMオブジェクト標準
詳細はhttps://blcj.or.jp/blcjの活動/blcj-bimオブジェクト標準/を参照
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□標準化の役割・効果・課題

オブジェクトが標準化されてない場合[現状]

オブジェクトが標準化された場合

引渡し(設計→施工、プロジェクト現場→本社等)

Aソフト Aソフト

Aソフト Bソフト

〇形状はそのまま利用
△属性情報はファミリー等が
共通してないいとそのまま利用できない

〇形状はそのまま利用?
×属性情報は利用できない

ソフトウェアによる各種計算・シミュレーション等

BIMによる
建築物

主に人による
入力作業

ソフトウェアによる各種計
算・シミュレーション

[例]
・省エネルギー計算

・空調計算
・照度計算
・…

Aソフト Aソフト

BソフトAソフト

〇形状はそのまま利用
〇属性情報はそのまま利用

引渡し(設計→施工、プロジェクト現場→本社等)
BIMによる
建築物

オブジェクトに含まれる標準化
した情報をソフトウェアに連携
させるプログラムがあれば人手
が不要となる

ソフトウェアによる各種計
算・シミュレーション

[例]
・省エネルギー計算

・空調計算
・照度計算
・…

前提条件
・必要なオブジェクトの充足
→BLCJのジェネリックオブジェクトの充足度を検討する必要がある。
・必要な属性情報の整備
→オブジェクト標準は情報の過不足の検証が必要である。
・必要なソフトウェアの開発
→業務を円滑にするため必要なソフトウェアを調査する必要がある。

業務や契約が容易になる効果

関連ソフトウェアとの連携により
業務が効率化される効果

B社A社

A社 B社

A社

A社

B社

B社

オブジェクトが標準化されると
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□ワークフローを踏まえたオブジェクト標準の実用的な形状・属性情報の見直し

BLC BIMオブジェクト標準
(ver1.0)は、

発注に必要な必須情報
+

技術計算等に必要な推奨情報
+

その他情報
で組み立てられていた。

ガイドライン
によるワーク
フロー定義

基本設計(S2)に必要
な情報標準

実施設計(S3,S4)に必要
な情報標準

施工(S5)に必要
な情報標準
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□ジェネリックオブジェクトからメーカーオブジェクトへの連携の課題

ジェネリックオブジェクト

メーカーオブジェクト

・上が窓のジェネリックオブジェクト、下がメーカーオブジェクト。

・両者の間で属性項目の内容が異なっていたら設計のス
テージ間で情報を引き継ぐことができない。

・上で選択している窓が「Revit」、下で選択している窓が
「ARCHICAD」と仮定する。

・お互いのソフトウエアで属性項目の内容が異なっていると
IFCでデータをコンバートしても属性情報を利用できない。

・上記のような問題を解決するには、「属性項目（パラメー
タ）の標準化」、標準属性項目の「共通パラメータ化」、標
準パラメータをIFCに入出力するための「MVD（Model
View Definition）」が必要。

・むしろ、形状を引き継がなくても共通パラメータを引き継げ
るようにすることが、積算、確認、環境シミュレーションなどい
ろいろな業務でBIMを利用するためには重要である。

・従来MVDはbSJが実施するとされているが、前スライドに
示すように、部会2と協力して作成することが必要である。
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2.今年度までの活動概要、活動成果、次年度以降の活動計画
②オブジェクトの作成 ③ライブラリ
活動概要：
②BLCJ標準に基づくオブジェクト作成：ジェネリックオブジェクト作成、メーカーオブジェクトの作成支援
③BLCJ標準によるオブジェクトを掲載したライブラリ構築：BLCJ標準によるオブジェクトを掲載したライブラリを構
築・公開し、メーカーオブジェクトと連携しながら、当面はダウンロード・検索等の基本機能を保有するとともに、
将来は標準仕様書、建築確認殿連携も視野に入れた技術開発を行う。

活動成果：
②に関しては、ジェネリックオブジェクトは、建築90個(建具、壁、ELV、エスカレータ、ユニットバス等)、設備186
個(空調設備、換気設備、衛生設備、照明器具、盤類等)を作成した。メーカーオブジェクトは３４４個を作成支援。
③に関しては、試行サイトを2018年度に作成し、作成したオブジェクトを掲載し、限定の組合員で検証している。
ライブラリは必要機能を基本機能として整理し要件書を作成した。

活動項目 ~2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

③BLCJ標準による
オブジェクトを掲載した
ライブラリ構築 ・設備を主とした試験

ライブラリ作成
・作成オブジェクトを
試験ライブラリ掲載
75個

・ライブラリの必要機能
を整理

・ジェネリックオブジェクト
51作成

・メーカーオブジェクト
24作成支援

・試験ライブラリ改良
・作成したオブジェクトを
試験ライブラリに掲載
(51+135)個
・ライブラリの必要機能を
要件書(RFP)として整
理。

・ジェネリックオブジェクト
186作成

・メーカーオブジェクト
320作成支援

・設備を主とした試験ライブラ
リを必要範囲での運用・公開
・作成したオブジェクトを試験
ライブラリに追加掲載
・要件書に基づきライブラリト
の開発者選定と開発着手

・ジェネリックオブジェクト
100程度

・メーカーオブジェクトの作成
支援
(作成支援ツールの提供)

・ライブラリの
試行と運用公開
・モニタリング
・工事標準仕様
書との連携をライ
ブラリに改良反映

・ジェネリックオブ
ジェクト

100程度
・メーカーオブジェク
ト作成支援

・工事標準仕様書
との連携したライブ
ラリの運用

②BLCJ標準に基づく
オブジェクト作成
・ジェネリックオブジェクト
・メーカーオブジェクト
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・メーカーオブジェク
ト作成支援



吸収冷凍機(ジェネリック)

コンパクト空調機(ジェネリック)

衛生器具(ジェネリック)

実験用盤(ジェネリック)

照明器具(ジェネリック)

両開き扉・スイング(ジェネリック)

常開防火戸・親子(ジェネリック)

エレベータ(ジェネリック)

キッチン・L型(ジェネリック)

□BLCJ BIMオブジェクト標準に基づくジェネリックオブジェクト
建築・ジェネリックオブジェクト 90個
設備・ジェネリックオブジェクト 186個 メーカーオブジェクト 320個
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③ライブラリ
□設備を主とする試験ライブラリ
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□ライブラリで要求する機能要件

2021年度運用時の基本的機能 追加機能(関連分野の開発に応じて時期は調整)
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2.今年度までの活動概要、活動成果、次年度以降の活動計画
④ライブラリと標準仕様書、建築確認の性能評価等との連携 ⑤その他

活動概要：
④ライブラリと仕様情報等との連携：情報の一貫した活用を図るため、BIMの持つ情報と施工に係る仕様情報(特記仕様書と
施工要領を含む)を連携させる。
⑤その他(規約類整備、他の領域との連携)

活動成果：
④公共工事標準仕様書、建築確認の性能評価との連携の可能性と課題を整理した。
⑤ライブラリ運用、オブジェクト作成のための実務的な各種規約類・素案を作成。

活動項目 ~2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

・標準仕様書と連携する課
題整理、方法の整理
・性能評価との連携する手法
の整理

・ライブラリ運用、オブジェクト作成・提供に関す
る規約案を作成。

・ライブラリ運用、オブジェクト
作成・提供に関する規約案
を確定

・標準仕様書と連携する属
性情報の検討・整理
・性能評価との連携する属
性情報の検討・整理

・ライブラリの改良
に反映

・規約類を用いてライブラリ運用時の
モニタリングの実施

④標準仕様書、建築
確認の性能評価等と
の連携

⑤その他(ライブラリ
に関する規約の作
成等)
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□標準仕様書との連携の研究目標

〇積算(コード分類)と工事仕様情報との連携手法について、BIMオブジェクトライブラリと以下の項目との連
携が可能か検討する。
①分類コード類の情報
②建築の部位・部材に対応した工事仕様書の記載方法
公共工事標準仕様書との連携、さらにその連携を起点に、設計者・施工者・工事監理者が必要とする、仕様情報の根拠、
背景が容易に示せることになり、業務の円滑化に大いに役立つものと考えられる。

オブジェクト
・ライブラリ

標準仕様書
部材・材料・製
品の仕様に関す
る範囲に限定

特記仕様
建具表等

〇年版

〇章〇節〇項
NBS

“Chorus”

6か月の比較検討

①分類コード類の情
報

コンピュータ
に合わせた
構造化※

注:
※は判断が含まれてない
か、複雑な参照先になって
ないか等の確認。
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□建築確認の性能評価等との連携の研究目標

〇建築に係る法適合・性能評価情報との連携手法について、BIMオブジェクトライブラリと以下の
項目との連携が可能か検討する。

①建築物の部位・部材・部品・機器類に係る性能評価に係る認定情報
②告示の仕様に基づく建築の部位・部材に係る性能の情報
③建築確認図面に表現される凡例・図記号に係る情報

壁、建具等の
防耐火製品等
ジェネリックオブジェクト

①建築物の部位・部材・部
品・機器類に係る性能評価
に係る認定情報
②告示の仕様に基づく建築
の部位・部材に係る性能の
情報
を抽出

必要な情報項目
・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
・
・

防耐火製品
等に追加する
ことが必要な
情報項目の
抽出

オブジェク
ト標準に
反映

建築確認図面に表現され
る凡例・図記号

オブジェク
ト標準に
反映

壁、建具等の
防耐火製品等
メーカーオブジェクト

ジェネリックオブ
ジェクトに対応する
メーカー製品の一
覧表作成

・建築性能基準推進協会の掲載
情報(1～24号のうち材料等でオ
ブジェクトに適するもの)
・オブジェクト化しにくい部分の取扱
い

建築物
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